
建設業　化学物質に係る有害性リスクアセスメント

ＦＬ
作業時間

頻度

ＥＷＬ
作業環境
レベル

ＨＬ
有害性の
レベル

対応措置

作成確認作業 実施年月日 承認

次年度
検討事項

提案
実施日

優先度
（リスク）

ＥＬ
ばく露
レベル

作業名
（機械・設備）

危険性又は有害性と発生の
おそれのある災害　＊1 ＨＬ

有害性の
レベル

リスクの見積り

既存の災害防止対策

残留リスクの見積り

リスク低減対策
（案）優先度

（リスク）

ＥＬ
ばく露
レベル

ＦＬ
作業時間

頻度

ＥＷＬ
作業環境
レベル

ハザードレベル

発がん性：
区分1Ａ、1Ｂ、2

呼吸器感作性：
区分1

実施者作業区分　（ 定常　・　非定常 ）

眼に対する重篤な損傷
／眼の刺激性：
区分1

ハザードレベルＡ～Ｄに
分類されていない全ての
ＧＨＳ分類
（区分外も含む）

皮膚感作性：
全ての区分

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
急性毒性（経口）：
区分3
急性毒性（経皮）：
区分2、3
急性毒性（吸入）
〈ガス＆蒸気〉：
区分2
〈粉じん＆ミスト〉：
区分3

急性毒性（経口）：
区分4
急性毒性（経皮）：
区分4
急性毒性（吸入）
〈ガス＆蒸気〉：
区分3、4
〈粉じん＆ミスト〉：
区分4

急性毒性
（全てのばく露経路）：
区分5

急性毒性（経口）：
区分1、2
急性毒性（経皮）：
区分1
急性毒性（吸入）
〈ガス＆蒸気〉：
区分1
〈粉じん＆ミスト〉：
区分1、2

生殖細胞変異原生：
区分1Ａ、1Ｂ、2

生殖毒性：
区分1Ａ、1Ｂ、2

特定標的臓器毒性
（単回ばく露）：
区分1

皮膚腐食性／刺激性：
区分1Ａ、1Ｂ、1Ｃ

１．有害性のレベル（ＨＬ）分け ２．作業環境レベル（ＥＷＬ）分け

皮膚感作性：
区分1

特定標的臓器毒性
（反復ばく露）：
区分1

急性毒性（経皮）：
全ての区分

ハザードレベルＳ
皮膚腐食性／刺激性：
全ての区分

特定標的臓器毒性
（単回ばく露）：
区分2
（呼吸器系）

特定標的臓器毒性
（単回ばく露）：
区分2
（呼吸器系以外）

特定標的臓器毒性
（単回ばく露）：
区分3

特定標的臓器毒性
（反復ばく露）：
区分2

吸引性呼吸器有害性：
区分1、2

眼に対する重篤な損傷
／眼の刺激性：
全ての区分

皮膚腐食性／刺激性：
区分2、3

眼に対する重篤な損傷
／眼の刺激性：
区分2Ａ、2Ｂ

年間作業時間 400時間超過 100～400時間

ⅴ Ⅲ Ⅱ Ⅱ ⅠⅡ

ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ ⅡⅡ

3

3

Ⅲⅲ Ⅳ

3：高揮発性（沸点50℃未満）、高飛散性（微粉で軽い粉じんの発生する物）
2：中揮発性（沸点50～150℃）、中飛散性（結晶質、粒状、すぐに沈降する物）
1：低揮発性（沸点150℃超過）、低飛散性（小球状、薄片状、小塊状、ペレット）

4 3

ⅴ

ｅ

1以下

ｄ

2

25～100時間

Ⅳ Ⅲ Ⅱ

4：屋外（囲いなし）、送気マスク
3：屋外（囲い1面あり）、空気・酸素呼吸器

2：屋内(全体強制換気設備あり)･屋外(囲い2面以上あり)、防毒マスク
1：屋内(全体強制換気設備なし)、防毒マスク

　　Ａ：製造などの量のポイント

Ｂ 5 4 4

ｅ
　　　　　ＥＷＬ
　 ＦＬ

ａ

ⅰ Ⅴ Ⅴ Ⅳ Ⅲ

ｂ ｃ
　　　　　　ＥＬ
　 ＨＬ

Ⅴ

ⅱ Ⅴ Ⅳ Ⅳ Ⅱ

　　Ｂ：揮発性、飛散性のポイント

　　Ｃ：換気・保護具のポイント

2 2 1

Ｄ 2

2

2

作業環境レベル（ＥＷＬ）

Ａ＋Ｂ－Ｃ

ｃ

3

4 3 3 2

Ｃ 4 4 3Ⅳ Ⅲ Ⅱ

備考

リスクレベル4

ｂ

4

ａ

5以上

3：大量（トン、ｋｌ単位で測る程度の量）
2：中量（ｋｇ、ｌ単位で測る程度の量）

1：少量（ｇ、ｍｌ単位で測る程度の量）

３．作業時間・作業頻度のレベル（ＦＬ）分け

Ⅰ

Ａ 5 5 4

10～25時間 10時間未満

作業時間・作業頻度（ＦＬ） ⅰ ⅱ ⅲ ⅳ

作業所名 事業者名

リスクレベル3

有害性ある

有害性やや低い

眼と皮膚に対するリスク

リスクレベル2

リスクレベル1

リスクレベルＳ

４．ばく露レベル（ＥＬ）の決定 ５．リスクの見積り

有害性極めて高いリスクレベル5

６．リスクレベルの定義

有害性高い

有害性中

ｄ

Ⅳ

Ⅲ

Ｅ 3 2
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